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令和６年3月31日
令和５年度 社会福祉法人 江恵会 事業報告

社会福祉法人 江恵会 理事長 橘 潤浩
社会福祉事業

第２種保育事業 認定こども園 名立たちばな保育園の設置運営
未満児保育
障害児保育
延長保育

地域子育て支援事業 たちばな子育てひろばの設置運営

一時預かり事業

公益事業 なし

収益事業 なし

概 要 １．名称 社会福祉法人江恵会 認定こども園 名立たちばな保育園
社会福祉法人江恵会 たちばな子育てひろば

２．所在地 〒949-1602 新潟県上越市名立区名立大町205番地

３．理事長 橘 潤浩

４．認可年月日 令和 ０５ 年 ０４ 月 ０１ 日

５．定員 ４０名

６．沿革

昭和29年04月06日 1954年施設長を橘 徹之とし、季節保育所を開始する。
昭和41年07月24日 県へ認可承認申請、私立保育園を設置、新園舎工事にいたる。
昭和41年10月01日 新園舎竣工。
昭和42年04月20日 財団法人 江恵会を設立、新潟県知事認可
昭和42年10月01日 ６０人定員の常設保育所として開設する。
昭和46年02月01日 乳児室を含めての施設の増改築工事着工。
昭和62年04月01日 ４５人定員となる。
平成08年度 新園長となる。園舎サッシ窓全面改修。
平成10年04月01日 乳児保育施設整備を行い、０歳児（産休明け）を受け入れ開始。
平成11年度 園舎外壁全面改修。
平成14年度 名立町北部唯一の保育園となり新理事4名が就任
平成19年度 園舎の耐震工事を行う（株）国の次世代育成対策整備交付金）
平成20年度 財団法人より社会福祉法人へ移行
平成22年度 定員５０名となる。 評議員会を設置。

「たちばな子育てひろば」を開設（名立区生涯学習センター２階にて）
６月１日より新規建物を建設、園舎隣接の場所にて事業を継続。

平成24年度 新理事長、橘潤浩となる。
平成26年度 上越市より、名立区内の保育園統合が提案があり、運営を受託。
平成31年度 たちばな保育園・最終年度（１００５名の子ども達が卒園）

令和02年度 名立たちばな保育園（定員５０名）
「たちばな子育てひろば」 両事業の運営開始

令和03年度 一時預かり事業 開始 年間利用者数9名
令和05年度 4月 1日保育所型認定こども園の認定を受ける

７．敷地面積 ３１１８．３１㎡

８．建物 木造鋼板屋根拭き 延べ面積 ７７２．８３㎡
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９．保育施設
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上越市、子ども・子育て支援事業計画 基本理念

次代を担う子どもが健やかに育ちみんなの笑顔が輝くまち
基本目標１ 生みやすく、育てやすいまちづくり
基本目標２ こころとからだが健やかに育つまちづくり
基本目標３ 子どもと家族を大切にできるまちづくり

園の保育目標

新しい時代の担い手となるために、養護の行き届いた環境の中で情緒を安定させ、
心身共にたくましく思いやりがあり、自主的に行動のできる子どもの育ちを目指す。

保育時間 ・平日 ７：３０～１９：００ （保育の中心となる時間帯8:30～16:30）
・土曜日 ７：３０～１２：００ （ 〃 8:30～12:00）

保育料 保護者の所得に応じて上越市が基準により決定します。

休 日 日曜、国民の休日及び年末年始、その他事情により休園することもあります。

保育園の一日

時 間 ３歳以上児 ３歳未満児

７：３０～

【開園】

順次登園 自由遊び 順次登園 自由遊び

８：３０

９：３０ おかたづけ おかたづけ

朝の会 おやつ

保 １０：００ 主活動 主活動

育

の １１：１５ 給食準備

中 給食

１１：３０ 給食準備

心 給食

と １２：３０ お昼寝

１２：４５ マニュアルに沿ったフッ化物洗口実施

な フッソ洗口を希望しない子は での洗口実施

る １３：００ お昼寝

時 (5歳児は12月まで)

間

帯 １５：００ おやつ おやつ

8:30～

16:30 １６：１０ 帰りの会 帰りの会

１６：１５～ 順次降園 順次降園

１９：００

【閉園】
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園の行事 日曜、国民の休日及び年末年始、その他事情により休園することもあります。

4月 入園式、保護者会総会

5～6月 親子旅行

6月 個人面談

7月 七夕集会、プール開き、年長児お泊まり保育 （体験保育に切り替えて行う）

8月 夏祭り、プール納め

9月 運動会

10月 遠足、ハロウィン集会

11月 もちつき集会

12月 お遊戯会、ｸﾘｽﾏｽ会

1月 お正月遊び会

2月 まめまき集会、作品展、保護者会総会

3月 ひなまつり会、個人面談(希望者のみ)、お別れ会、卒園式 等です。

各種行事は新型コロナウィルス感染症流行防止の為、保護者の入場制限や行事の分散開催等で

対応した。 感染症５類になったもののインフルエンザ等の感染症の流行があり、行事のやり

繰りに苦慮することが続いた1年であった。

入所児童数と職員状況


